



























































































































 1．経験の記述的研究は反復が難しい。  
 2．現象学的研究は主観的すぎる。  
 3．現象学的研究では、研究者のバイアスが公正な結果を妨げる。  
 4．現象学的研究の用語は曖昧で不確定すぎる。  
 5．現象学的研究では研究実施のための手順的ガイドラインがない。  
 6．現象学的方法は歴史に無関心である。  
 7．現象学的研究は情報提供者の記憶に基づくことが多い。  

















































































 ・参加者によるチェックを行うこと  
 ・反対の事例あるいは代わりの解釈を探すこと  
 ・同分野の専門家による検討（peer review） 
 ・トライアンギュレーション（triangulation）5 
 ・研究過程と意志決定を後から確認できるために記録を残すこと（audit or decision 
trail） 













































































































































































































































































 ところでギアツの解釈学的人類学の特徴としては、以下の三点が挙げられる。  
 1．意味は公的な存在であること  
 2．ある特定の出来事が研究対象であること  







































































































































































































 量的研究と比べたときに、以下の三つの契機が質的研究の特徴となる。  
  ① 個別的な出来事の記述的研究  
  ② 研究者の先入見を排除するのではなく、それを活かす研究  
  ③ 出来事のなかでの一般化や、様々な出来事の間での共通性と違いについての理解  
 これは、量的研究からすれば、以下のようにみなされうるであろう。  
  ①’（因果関係等の）説明が欠如している研究  
  ②’主観的研究  
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14 ガダマーの言語論に対して、ハーバーマスは批判を行っている（Apel et al. 1971, 45-57, 
120-160）。ハーバーマスの批判は塚本（1995）が指摘するように的が外れたところもある
が、しかし、言語における権力性等の問題は我々も考慮に入れなければならないであろう。 
 
 
